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本日お話しする内容

0．自己紹介

1．コロナ禍におけるロケーションデータ活用事例

2．DX推進へ向けたロケーションデータ活用の状況

3．DX進展を踏まえた今後の方向性
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0 ： 自己紹介

名前：中條覚（なかじょう さとる）

略歴：
株式会社 三菱総合研究所 入社（1998年～）
東京大学大学院 工学系研究科 博士（工学）取得（2012年）
東京大学 空間情報科学研究センター 特任准教授（兼務:2012年10月～2017年9月）
McGill University（カナダ・モントリオール）MBA取得（2017年）

所属：
株式会社 三菱総合研究所 スマート・リージョン本部 主席研究員

先進都市インフラグループリーダ、兼 空間情報ビジネスチーム
LocationMind株式会社 技術顧問
東京大学 空間情報科学研究センター 客員研究員
名古屋大学大学院 情報学研究科付属組込みシステム研究センター 招へい教員
東京都市大学大学院 総合理工学研究科建築・都市専攻 客員教授
同志社大学政策学部総合政策科学研究科 非常勤講師 など

活動など：
ISO/TC204/SWG3.3 位置参照方式 議長
内閣府SIP自動運転 ダイナミックマップ国際連携担当
京都市総合交通戦略審議会委員 など
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0 ： 自己紹介

 三菱総合研究所 創業 1970年、 売上 約900億円、 従業員 約3,900人
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0 ： 自己紹介
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1．コロナ禍におけるロケーションデータ活用事例

１） 人流解析

2） 密・混雑回避

3） 配送サービス
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１ ： コロナ禍におけるロケーションデータ活用事例

1）人流解析

出所）内閣官房ホームページ（2020.10.12閲覧）
https://corona.go.jp/dashboard/

図 コロナ禍における人流データ公開例

 携帯電話移動履歴を用いた人流分析に注目
 交通機関別の移動、滞留人口の増減、感染拡大リスクなどの指標も
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１ ： コロナ禍におけるロケーションデータ活用事例

1）人流解析

出所）内閣官房ホームページ（2020.10.12閲覧）
https://corona.go.jp/dashboard/

図 居住・勤務以外での滞在時間の変化

 各種シミュレーションへの活用も
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１ ： コロナ禍におけるロケーションデータ活用事例

2）密・混雑回避

出所）ナビタイムジャパンホームページ（2020.10.12閲覧）
https://www.navitime.co.jp/lp/predict_congestion/

図 混雑状況表示例

 鉄道の混み具合を加味して経路案内や移動中の混雑状況を表示
 特急列車等の混雑緩和を目的としたポイント付与サービスも

図 KQスタんぽ 概要図

出所）京急電鉄ホームページ（2020.10.12閲覧）
https://www.keikyu.co.jp/company/news/2019/20190624HP_19073TK.html
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１ ： コロナ禍におけるロケーションデータ活用事例

2）密・混雑回避

出所）Unerryホームページ（2020.10.12閲覧）
https://covid19.unerry.jp/図 お買物混雑マップ Powered by Beacon Bank

 店舗の混雑状況可視化を目指したサービスも
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１ ： コロナ禍におけるロケーションデータ活用事例

3）配送サービス

出所）三鷹市ホームページ（2020.10.12閲覧）
https://www.city.mitaka.lg.jp/c_service/086/086904.html

図 デリバリーサービス例

 コロナ禍でニーズが高まる配送サービスには地図が必須
 宅配では、走行距離の25%が再配達のために費やされているとの試算※も

図 宅配便検索サービス

出所）yahoo!地図ホームページ（2020.10.12閲覧）
https://map.yahoo.co.jp/maps?layer=delivery&v=3&delivery_num=3592578

50420&delivery_id=yamato&delivery_from=yamato

※国土交通省 宅配の再配達の発生による社会的損失の試算について（平成27年8月25日）
https://www.mlit.go.jp/common/001102289.pdf（2020.10.12閲覧）

https://www.mlit.go.jp/common/001102289.pdf
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１ ： コロナ禍におけるロケーションデータ活用事例

3）配送サービス

出所）ZMPホームページ（2020.10.12閲覧）
https://www.zmp.co.jp/products/lrb/deliro

図 自動配送ロボット例

 自動配送ロボットの活用・公道実験も本格化
 空間情報/空間認知の技術は益々重要に

出所）Starship technologiesホームページ（2020.10.12閲覧）
https://www.starship.xyz
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2．DX推進へ向けたロケーションデータ活用の状況

１） スマートシティ

2） 建設等

3） モビリティ
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2 ： DX活用へ向けたロケーションデータ活用の状況

1）スマートシティ

出所）シンガポール政府ホームページ（2020.11.14閲覧）
https://www.nrf.gov.sg/programmes/virtual-singapore

 海外では、「デジタルツイ
ン」の試行が先行
 シンガポール等

【想定する活用用途例】
 都市計画

 建物計画
 アクセス向上、等

 シミュレーション
 ソーラーパネルの設置
余地、等

 合意形成支援
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2 ： DX活用へ向けたロケーションデータ活用の状況

1）スマートシティ

出所）首相官邸ホームページ（2020.10.12閲覧）
第6回AI戦略実行会議 （2020.6.22）資料

https://corona.go.jp/dashboard/

 政府におけるスマートシティ
推進体制が具体化

 国内におけるスマートシティ、
3D都市モデルの検討が本
格化
 国交省
 東京都、等

 デジタル庁創設へ
 ロケーションデータを整
備するフェーズから、本
格的に活用するフェー
ズとなることを期待
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2 ： DX活用へ向けたロケーションデータ活用の状況

1）スマートシティ

出所）大阪商工会議所 2025大阪・関西万博を見据えた「コモングラウンド・リビングラボ」設置（2020.7.21）
https://www.osaka.cci.or.jp/Chousa_Kenkyuu_Iken/press/200721cgll.pdf/（2020.10.12閲覧）

 デジタルツイン、サイ
バーフィジカルシステム
（CPS）などは、政
府以外でも取り組み
を開始
 大阪商工会議所
など
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2 ： DX活用へ向けたロケーションデータ活用の状況

2）建設等

出所）首相官邸ホームページ（2020.10.12閲覧）
第6回AI戦略実行会議 （2020.6.22）資料

https://corona.go.jp/dashboard/

 国土交通省は、「国土交
通データプラットフォーム」
を公開
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2 ： DX活用へ向けたロケーションデータ活用の状況

2）建設等

出所）首相官邸ホームページ（2020.10.12閲覧）
第6回AI戦略実行会議 （2020.6.22）資料

https://corona.go.jp/dashboard/

 2023年度より、
BIM/CIM適用を本格化

 都市における3D都市モデ
ルの整備に本格着手
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2 ： DX活用へ向けたロケーションデータ活用の状況

2）建設等

出所）首相官邸ホームページ（2020.10.12閲覧）
第6回AI戦略実行会議 （2020.6.22）資料

https://corona.go.jp/dashboard/

 インフラ分野のDX推進へ
向けて、国土交通省内に
DX推進本部を設置
 国民、業界、職員の改
革

 20年度1次補正で
177.7億円

 21年度概算要求もほ
ぼ同金額

 インフラ施設点検要領を
改訂
 ドローン、水中ロボット、
赤外線照射装置など
新技術による点検代替
が可能に
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2 ： DX活用へ向けたロケーションデータ活用の状況

2）建設等

出所）首相官邸ホームページ（2020.10.12閲覧）
第6回AI戦略実行会議 （2020.6.22）資料

https://corona.go.jp/dashboard/

 インフラ分野のDX推進へ
向けて、国土交通省内に
DX推進本部を設置
 国民、業界、職員の改
革

 20年度1次補正で
177.7億円

 21年度概算要求もほ
ぼ同金額

 インフラ施設点検要領を
改訂
 ドローン、水中ロボット、
赤外線照射装置など
新技術による点検代替
が可能に
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2 ： DX活用へ向けたロケーションデータ活用の状況

2）建設等

出所）株式会社ゼンリンホームページ（2020.11.16閲覧）
https://www.zenrin.co.jp/information/product/201021.html

 BIM/CIM推進を踏まえ
たロケーションデータサービ
ス等も加速
 GIS（地図）と

CAD（設計）の連
携が大きく進むと推
察

 さらには、出来形の
データが整えば、これ
を活用したメンテ高
度化にもつながる
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2 ： DX活用へ向けたロケーションデータ活用の状況

3）モビリティ

【自動運転】

 国内では、2019年3月より、全国高速
道路・自動車専用道の高精度地図提
供が開始（29,205km)

 2019年秋には、ダイナミックマップを搭載
した自動運転機能を有する乗用車を販
売開始

 政府の成長戦略フォローアップ（令和2
年7月17日閣議決定）では、「一般道
路でのデータ取得を進め、2021年度中
に幹線道路約23,000kmを高精度三
次元地図化する」との記述あり 出所）大ミックマップ基盤株式会社ホームページ（2020.11.14閲覧）

https://www.dynamic-maps.co.jp/service/map.html/
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2 ： DX活用へ向けたロケーションデータ活用の状況

3）モビリティ

【MaaS】

 日本版MaaS推進へ向
けて、2020年度は38事
業に支援を実施
 支援事業は、前年度
から倍増

 観光は一時的に下火
となるかもしれないが、
オペレーションの効率化
へ向けて運輸分野での
データ活用は今後さら
に重要度を増すと推察

出所）国土交通省ホームページ（2020.10.12閲覧）
日本版MaaSの取組を加速！報道発表資料 （2020.7.31）

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001357529.pdf
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2 ： DX活用へ向けたロケーションデータ活用の状況

3）モビリティ

【ドローン】

 2022年度より有人
地域での目視外飛
行が目標
 空間認知への要
望が大きく高まる

出所）経済産業省「空の産業革命に向けたロードマップ2019」よりMRI作成
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3．DX進展を踏まえた今後の方向性
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3 ： DX進展を踏まえた今後の方向性

ロケーションデータにおけるパラダイムシフト （「地図」から「データ」へ）

これまで DXへ向けて

利 用 者 ： 人
役 割 ： 閲覧、参考情報

正 確 性 ： 概ね、ゆるやか
情報の種類 ： ２次元、静的
特 長 ： 見た目、わかりやすさ、意匠

利 用 者 ： 機械（コンピュータ）
役 割 ： データ処理、データ統合、

必須情報
正 確 性 ： 正しく、即時
情報の種類 ： ３次元、動的
特 長 ： 正確、（アプリで）扱いや

すい、速い/軽い

様々な分野のデータを重ね合わせる/連携させるための基盤（ロケーション）

目で見えないところで使われる「縁の下の力持ち」「扇の要」

IoT進展の背景をふまえ、組み合せるデータは増大、意味のあるデータの圧縮/予測/推定が大きなカギ

ビジネスとして活用するには、データで見せるだけでなく、リアルに「行動変容」させることがカギ



snakajo@mri.co.jp
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